
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年４月に

適用地区が公

 その中で

し、これらの

 なお、交付

ていますので

■汚水処理施

【愛知県】 

地区名(市町村

江南市 

犬山市 

一宮市 

扶桑町 

大口町 

尾張旭市 

長久手町 

音羽町 

新城市 

豊川市 

津島市 

岩倉市 

武豊町 

幸田町 

豊田市 

御津町 

 

【岐阜県】 

地区名(市町村

垂井町 

山県市 

神戸町 

  

※港湾整備交付

ISHIDAまちづくりニュース
第１３号(平成 17 年 7 月) ㈱石田技術コンサルタンツ 
地域再生法とまちづくり 
施行された「地域再生法」にもとづく平成 17 年度の「地域再生基盤強化交付金」の

表されました。 

、「汚水処理施設整備交付金」と「道整備交付金」について適用地区と事業内容を整理

活用について考察します。 

金制度については、「当まちづくりニュース第９号(平成 17 年３月)」に概要を掲載し

、あわせてご覧下さい。 

～地域再生基盤強化交付金の活用状況について～ 
平成 17 年度 地域再生基盤強化交付金の適用地区一覧 

設整備交付金           ■道整備交付金 

名) 事業内容 

公共下水、浄化槽 

公共下水、浄化槽 

公共下水、浄化槽 

公共下水、浄化槽 

公共下水、浄化槽 

公共下水、浄化槽 

公共下水、浄化槽 

公共下水、浄化槽 

公共下水、浄化槽、農業集排 

公共下水、浄化槽 

公共下水、浄化槽 

公共下水、浄化槽 

公共下水、浄化槽 

公共下水、浄化槽 

公共下水、浄化槽 

公共下水、浄化槽 

名) 事業内容 

公共下水、浄化槽 

公共下水、浄化槽 

公共下水、浄化槽 

金については割愛しました。 

【愛知県】 

地区名(市町村名) 事業目的(地域再生

豊田市・三好町 とよたみよし活き

り計画 

新城市、設楽町、東

栄町、豊根村、富山

村、津具村、鳳来町、

作手村 

水と緑のふるさと奥

岡崎市、額田町、幸

田町 

三河を拓くトライ

画 

 

【岐阜県】 

地区名(市町村名) 事業目的(地域再

飛騨市 地域資源の活用と

づくり 

高山市 緑豊かな優しいまち

下呂市 人もまちも煌くまち

郡上市 快適で活力あふれ

上」づくり 

揖斐川町 揖斐川の緑と自然

り計画 

白川町 人と自然が輝くあ

り計画 

中津川市 中津川市における農

 

計画の目標) 

活き交流まちづく

三河再生計画 

ネット圏域創造計

生計画の目標) 

安全で安心なまち

づくり計画 

づくり計画 

る゛わ゛の郷「郡

に生きるまちづく

ったかいまちづく

林再生計画 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりニュースへのご意見をお聞かせ下さい。 

 当社は、まちづくりに役立つ情報を「まちづくりニュース」として提供していますが、皆様方か

らのご意見・ご要望により、より充実した内容にしていきたいと考えております。 

 また、今後は当社がお手伝いしたまちづくりの事例などもご紹介したいと考えております。 

 皆様からのご意見・ご要望をお待ちします。 

 

【これまでのまちづくりニュースの内容】 
第１号 平成 16 年度まちづくり交付金について 
第２号 景観３法の概要と活用について 
第３号 環境共生の事例・考え方について 
第４号 中心市街地活性化のためのまちづくりシステムについて 
第５号 国土交通省 H.17 年度予算概算要求について(考察) 
第６号 市民参加の手法について 
第８号 平成 17 年度総務省地方行財政重点施策について(考察) 
第９号 都市再生推進のためのプログラム 2005 について 
第 10 号 当社の取り組み報告 
第 11 号 平成 17 年度まちづくり交付金適用地区、地域再生計画認定地区について 
第 12 号 地域主体のまちづくり事例について 
第 13 号 平成 17 年度地域再生基盤強化交付金の活用状況について 

【汚水処理施設整備交付金の活用について】 

●公共下水と浄化槽整備を一体的に実施している地区が大半を占めています。 

●効率的で効果的な汚水処理施設整備を実施するにあたり、広域的対応である公共下水とポイント

的対応である浄化槽整備を地区の状況にあわせて組み合わせ、両者の段階的整備を一体的な予算

により実施していくことが有効であるといえます。 

●その際、必要に応じて汚水処理施設の全体計画の見直し等を実施することも考えられます。 

 

【道整備交付金の活用について】 

●中心部へのアクセス確保としての市町村道整備と広域的なネットワーク形成のための林道・農道

整備を一体的に実施し、利便性が高く、地域資源等のネットワーク化を実現した形での地域再生

を目指している場合が比較的多くなっています。 

●都市再生整備計画(まちづくり交付金)との連携により、重点的・拠点的なまちづくり施策の実施

とそれらをネットワークする道路網の効果的整備を実施していくことが有効活用策の１つとし

て考えられます。 

●特に、合併市町における地域核の形成と地域間ネットワークの形成や中心市街地と農山地とのア

クセス性強化による地域交流・産業振興の実現などにおいて効果が期待できると考えられます。

お問い合わせ・ご意見は、 
 
㈱石田技術コンサルタンツ まちづくり担当
 TEL；０５６８-７３-１０８５ 
 FAX；０５６８-７３-１０９１ 
 e-mail；hasegawa_n＠itcnet.co.jp 
 
までお願いします。 

当社は、 

「頼れる！まちづくりのパートナー」としての

『コミュニティ・コンサルタント』 
を目指しています。 


